
 

 
 

 

 

  

12月の星空情報の第３弾は 5 月 31日の今年最近の満月(スーパームー 

ン)の天文現象です 

地球の周りを公転する月の軌道は楕円形わしているため、地球と月との 

距離は常に一定ではありません。図は、月の地心距離が周期的に増減する 

様子を表しています。さらに、月の軌道も太陽や地球などの重力を受けて 

変化するなど、複雑な仕組みが働いているため、1公転の中で最近・最遠 

となるときの距離も一定ではなく変化しています。満月や新月となるタイ 

ミナグを重ねると、図のように毎回異なる距離で起こっていることがわか 

ります。(次ページへ続く) 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年 12 月 うぶやま天文台星空情報 4 

うぶやま天文台コラム

天空が広がるうぶやまの高原には冬が訪れ雪の舞う季節になりました。大変寒いの
ですが、空気が澄み切って、星空は一番きれいです。晴れれば、肉眼の限界の 6等星
や天の川まで見えるうぶやまの素晴らしい星空を楽しみ ませんか。 

 

 

2026 満月の距離のちがい 



  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

2026年の中で最も近い満月は、12月 24日です。月は 24 日 

10時 28 分に満月となり、同日の 17 時 31 分に近地点を通過します 

満月の時の地心距離は約 35 万 7000km、月の視直径は約 33 分 29 

秒角です。2026年最も地峡に遠い位置で起こる満月は 5 月 31日で 

このときの地球からの地心距離は約 40 万 6000km、月の視直径約 

29′5秒角です。今回の満月は、5孽 1日の満月に比べて視直径が約 

 14％大きい(面積約 30％大きい)のです。数字で見ると、ずいぶん大き 

な違いに思えますが、実際の夜空に 2 つの先を並べて比較することはで 

きないため、残念ながら、夜空の月を眺めただけではおおきさや明るさ 

 やおおきさの違いに気づくのは難しいかも知れません。 

 

2026 月の地心距離の変化と満月 


